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【研究プロジェクト名および概要】 

I. 生命科学・医療倫理に関連する時事問題の倫理的検討 

II. “最善の利益”の概念の評価と代行判断における実用性の向上に関する記述研究 

III. 医療者に必要な臨床倫理判断の構成要素の解明 （共同研究） 

IV. 弱い立場にある者を対象とする医学系研究に関する倫理学的研究 

V. 難聴患者のインフォームド・コンセントに関する実証研究 

VI. 性的マイノリティの生殖補助医療へのアクセスに関する記述研究 
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川崎 唯史 （助教） tkawasaki@kumamoto-u.ac.jp Ⅳ 
福崎 伊豆美（大学院学生）  Ⅴ 
島崎 美空 （大学院生）  Ⅵ 
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